
議会改革特別委員会検討事項（平成２９年２月２２日） 

 

《２月14日実施の東京都千代田区における行政視察を踏まえた議事堂のあり方に 

 ついての意見交換》 

草加新政 公 明 党 共 産 党 自由市民クラブ 
・バリアフリー、ユニバーサ

ルデザインは望ましい形で

あった 

・議場の利活用という点につ

いてはしっかりと考える必

要がある 

・採決結果がスクリーンに表

示される等、目で見て分か

るのはよい 

・「こうだからできない」で

はなく、「こうすればでき

る」という可能性の発想を 

・議場をどう市民開放する

か、具体的に考えなければ

ならない 

・セキュリティが厳しすぎる

ことで不便さを感じた 

・不意な来客に対応できる談

話スペースがあるとよい 

 

・議場のあり方を考える際、

バリアフリー、市民開放、

時代の変化への対応の３つ

の視点がある 

・議場の机等の移動が可能で

あれば、バリアフリーや時

代の変化に対して柔軟な対

応ができる 

・議場の市民開放はセキュリ

ティや使い勝手の問題で、

あまり効果を発揮しないの

ではないか 

・行き過ぎたセキュリティは

どうなのか 

・傍聴席を一定数確保するの

はよいが、傍聴席を２階と

する場合、傾斜はなだらか

に 

・２～３人用の議員控室より

も、ある程度広い部屋を可

動式のパーテーションで区

切る方がよい 

・議員控室の他に応接室を確

保したい 

・議場の市民開放にはある程

度の制限を設けた方がよい 

・議員控室は一人当たりの平

米数をもう少し広くし、議

員個人用の机と椅子などが

配置できるよう、スペース

に余裕を 

・議員控室及び応接室はプラ

イバシーに配慮するととも

に、壁で固定された部屋と

可動式のパーテーションの

ある部屋の両方を用意する

ことはできないか 

・必要最低限のセキュリティ

を 

・ＩＴ化という観点から、投

票システムについては参考

になった 

 

《政務活動費の総額について》 

  項目 草加新政 公 明 党 共 産 党 自由市民クラブ 

政務活動費の総額に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・執行率に合わせた

額に見直しを 

・同規模自治体であ

る関東近辺の旧特

例市で月額５万円

を超えているのは

水戸市と厚木市の

２市のみであり、

他の８市は月額５

万円以下のため、

その状況を勘案す

ると月額５万円程

度が適当ではない

か 

・同規模自治体であ

る旧特例市の平均

等を勘案し、月額

５万円が妥当では

ないか 

・月額５万円でまと

まるのであれば賛

成 

・100％以上使っても

執行率は100％止ま

りであり、数字に

表れてこない部分

もある 

・報酬と政務活動費

をあわせて総合的

に判断を 

・ＩＴ化など、これ

からの議員の活動

を考え、減額する

としても月額７万

円 

 


